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こ

の

碑

の

句

は

、
松

尾

芭

蕉

ま

つ

お

ば

し

ょ

う

（

一

六

四

四

‐

一

六

九

四

）
が

元

禄

六

年
（

一

六

九

三

）

の

冬

に

詠

ん

だ

も

の

で

、

俳

諧

七

部

集

の

「

続

猿

蓑

ぞ

く

さ

る

み

の

」

に

あ

る

。 

芭

蕉

の

百

五

十

年

忌

に

あ

た

る

天

保

一

四

年
（

一

八

四

三

）
近

郊

の

俳

句

同

好

の

人

達

に

よ

っ

て

こ

の

記

念

碑

が

建

立

さ

れ

た

。
そ

の

頃

、
芸

備

地

方

の

俳

壇

は

い

だ

ん

の

多

く

は

、
芭

蕉

の

門

人

志

田

野

坡

し

だ

や

ば

の

流

れ

を

汲

ん

で

い

た

と

い

う

。 

元

治

年

間
（

一

八

六

四

‐

一

八

六

五

）
に

は

、
こ

の

地

の

俳

人

市

川

蘭

史

い

ち

か

わ

ら

ん

し

・

永

田

斗

泉

な

が

た

と

う

せ

ん

ら

が

、
こ

の

碑

に

ち

な

ん

で
「

氅

社

」
と

い

う

俳

句

の

会

を

組

織

し

た

。
こ

の

俳

壇

は

、
慶

応

か

ら

明

治

に

か

け

て

隆

盛

を

極

め

、
後

に

清

遊

倶

楽

部

へ

と

引

き

継

が

れ

た

。 
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